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象における FOXO1 の分子メカニズムとして複製ストレス応答に着目し、DAF-16/FOXO と TLS の関
連の検証および複製ストレス応答における CTF18の制御機構の解析を行った。 
  S 期に紫外線を照射した Polηと FOXO1 の両ノックダウン細胞において、複製ストレス応答の指
標である CHK1 Ser345 のリン酸化レベルを検出した結果、リン酸化レベルの顕著な亢進が見られた。
転写因子である FOXO1 は TLS 関連因子の転写を調節し、TLS に関与すると予想されたが、FOXO1
の発現抑制は関連因子の発現量に影響を与えず、一方で、FOXO1 は DNA 損傷応答因子の足場となる




  CTF18 の制御機構解明のため、DNA 代謝のプラットホームとして働く RPA 複合体との相互作用
を検討した。その結果、CTF18が RPA複合体と物理的に相互作用することを見出した。さらに、近傍
の二分子間相互作用を検出する in situ Proximity ligation assay (in situ PLA)により、複製ストレスに
よって RPA-CTF18のクロマチンでの相互作用が誘導されることを明らかにした。 
 



















平成 28年 1月 18日、学位論文審査委員会において、審査委員全員の出席のもとに論文の審査及び
最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、
審査委員全員によって合格と判定された。 
  よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有する者として認める。 
